
発表者 東京学芸大学教職大学院 杜 怡策

中華⼈⺠共和国高等学校の検定済教科書

『美術鑑賞』及び『中国書画』に関する研究



研究背景と目的

• 近年、中国の高等学校書教育は大きな変化を遂げている

• 『国務院弁公庁関于新時代推進普通高中育人方式改革的指導意見』（国弁発
〔2019〕29号）

• 『関於全面加強和改進新時代学校美育工作的意見』

• 『中華優秀伝統文化進中小学課程教材指南』（教材〔2021〕1号）

• 『普通高中美術課程標準（2017年版・2020年修訂）』改訂

• 検定済教科書の改訂

• 主な変化

• 教育内容の再編

• 評価規準の明確化

• 教科・科目横断的教育方針の導入



研究の背景と目的

• 2022年：必修科目『美術鑑賞』、選択必修科目『中国書画』が
全面改訂

• 学生に求められる資質・能力は課程標準で明示

• 教科書出版社（計6社）
• 人民美術出版社、人民教育出版社

• 山東美術出版社、湖南美術出版社

• 広東教育出版社、上海書画出版社
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中国における高等学校美術科の教育課程



『中国書画』及び『美術鑑賞』の各情報キャプション

注：中国教育部弁公庁が発行した『2023 年小中学校用教科書目録』に基づき筆者が作成した。



『美術鑑賞』人民美術出版社



『美術鑑賞』人民教育出版社



『美術鑑賞』山東美術出版社



『美術鑑賞』湖南美術出版社



『美術鑑賞』広東教育出版社



『美術鑑賞』上海書画出版社



『美術鑑賞』における書法の位置づけ

• 人民教育出版社版・上海書画出版社版

• 書法の独立単元を設け、体系的に扱う

• その他の出版社

• 美術の一部として配置

• 絵画の説明と関連づけて扱う

• 広東教育出版社

• 中間的な位置づけ

• 独立単元を設けつつ、美術全体との関連を意識



『中国書画』人民美術出版社



『中国書画』人民教育出版社



『中国書画』山東美術出版社



『中国書画』湖南美術出版社



『中国書画』広東教育出版社



『中国書画』上海書画出版社



『中国書画』における特徴と傾向

• 技能習得重視

• 人民美術出版社

• 山東美術出版社

• 鑑賞重視（文化的意義・美的価値）

• 広東教育出版社

• 上海書画出版社

• 評価の二極化

• 技能重視型の評価規準・方法

• 鑑賞重視型の評価規準・方法



『美術鑑賞』の出版社別比較
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• 人民美術出版社：部分的に配置、美術との共通性重視

• 人民教育出版社：独立単元、歴史的・技法的に体系化

• 山東美術出版社：絵画との関連を中心に扱う

• 湖南美術出版社：分散的に配置、文化的背景を重視

• 広東教育出版社：独立単元、五体書の系統的学習

• 上海書画出版社：体系的構成、古典作品を中心に評価規準を提
示



『中国書画』の出版社別比較
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• 人民美術出版社：古典碑帖中心、基礎技法重視

• 人民教育出版社：楷書中心、技能習得を重視

• 山東美術出版社：全体の約40％を占める、技法分析に注力

• 湖南美術出版社：臨書と創作、篆刻も詳細に解説

• 広東教育出版社：文化的背景・意義を強調

• 上海書画出版社：技法と鑑賞を統合、文化的価値を強調



なぜ出版社ごとに違いが生じるのか

• 編集者・執筆者の専門領域

• 美術教育・美術史の研究者 → 書画同源の鑑賞重視

• 書法教育の実践家・書家 → 技能重視

• 出版社の編集理念・地域的背景

• 人民教育出版社 → 全国普及を担い、普遍的・体系的文化理
解を重視

• 人民美術出版社・地方出版社 → 教育現場の実践性を重視



高等学校における書教育の比較

日本中国項目

・『学習指導要領』（芸術科編）に

基づき、芸術科の一科目として書道

を位置づける。

・書道の内容構成

・漢字仮名交じりの書

・漢字の書

・仮名の書

・『普通高中美術課程標準（2017

年版2020年修訂）』に基づき、美

術科の一分野として書法を位置づ

ける。

・『美術鑑賞』は必修科目

・『中国書画』は選択必修科目

教
育
課
程

・文部科学省検定済の学年別『書道I』

『書道II』『書道III』が使用される。

・評価規準の原則は『学習指導要領』

に示される。

・検定済教科書『美術鑑賞』及び

『中国書画』全1冊が使用される。

・出版社により書法単元の構成・

評価規準に差異あり。

教
科
書



ご清聴ありがとう
ございました。


